




 ４月  4日　第１回学生ＦＤスタッフミーティング





















 ６月 3日～ 5日　ピア・ネット合同説明会









 ７月  2日　第３回学生ＦＤスタッフミーティング
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   4日　第３回計画プロジェクト・メンバー会議
   5日　 第７回ＦＤミーティング
  　　　「現代社会で求められる大学教育、そのための大学改革」
  　　　 基調講演：岸本雄二氏　「 現代社会で求められる大学教育、そのための大学改
革」－米国クレムソン大学での経験から－













 ８月  7日　第２回調査プロジェクト・メンバー会議
 ９月 12日　 第12回ＦＤワークショップ
  　　　「大学職員発ブレークスルー～教育の質的転換のために～」























 11月  6日　第５回広報プロジェクト・メンバー会議
   7日　第６回開発プロジェクト・メンバー会議
   8日　第12回ＦＤシンポジウム　「今日からできる誰でもできる授業改善」
  　　　基調講演：小田隆治氏　「あなたがやらずに誰がやる、授業の質向上と質転換」
  　　　 話題提供１： たなかよしこ氏　「 ちょっと待つ。学生が主体的に学ぶ環境の作り
方－初年次教育で育てる社会人基礎力のきそ－」
  　　　話題提供２：白鳥成彦氏　「SA/TAを利用した学生中心の授業改善」
  　　　 話題提供３：耳野健二氏
  　　　　　　　　　「主体的学修の条件－法学部専門講義科目における試みから－」










 12月  2日　第７回開発プロジェクト・メンバー会議






  25日　 第７回ＦＤ学生の声コンクール・第10回デジタルコンテンツ・コンテスト 
受賞式、祝賀会、ＦＤ学生の声コンクール受賞者座談会




















 ３月  2日　 第８回ＦＤミーティング
  　　　「立命館大学障害学生支援室におけるピア・サポートの取り組み」　
  　　　話題提供：木谷恵氏、中村夏子氏、小出優子氏　










 ４月 26日　 「『カリキュラムデザインを考える
  　　　～カリキュラム・マップによる体系化の試み～』」講演会　
  　　　 （会場 東洋大学 白山キャンパス125記念ホール）　川上リーダー　参加
 ５月 31日　 大学教育学会第36回大会 
（会場 名古屋大学東山キャンパス）　川上リーダー　参加
 ６月  1日　 大学教育学会第36回大会 
（会場 名古屋大学東山キャンパス）　川上リーダー　参加
   7日　 2014年度第１回学生ＦＤ活動連絡会議および第１回研修セミナー（ワークショップ）
  　　　（会場 東洋大学白山キャンパス）　川上リーダー、ＦＤ事務参加
  14日　 2014年度全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（JＰＦＦ）総会 
（会場 法政大学市ヶ谷キャンパス）　
  30日　第15回関東圏ＦＤ連絡会（会場 法政大学市ヶ谷キャンパス）
 ８月　23～24日　 学生ＦＤサミット2014夏（会場 京都産業大学） 
川上リーダー、学生ＦＤスタッフ（２名）、ＦＤ事務参加
 ９月　13～14日　岡山大学 i＊See2014 「全日本授業評価アンケート決定戦！ 
 ～形だけのアンケートから機能するアンケートへ～」




 10月  4日　 2014年度学生ＦＤフォーラム（会場 東洋大学白山キャンパス） 
川上リーダー、学生ＦＤスタッフ（５名）、ＦＤ事務　参加
 11月  3日　 全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（JＰＦＦ）幹事校打合せ
  　　　 （会場 立命館大学東京キャンパス） 
児美川センター長、川上リーダー、ＦＤ事務参加
 12月 20日　東洋大学サミット2014冬～東洋人教育大会議～
  　　　（会場 東洋大学白山キャンパス）　川上リーダー　講演
 １月 14日　 全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（JＰＦＦ） 
幹事校・会員校ミーティング、懇談会企画（会場 立命館大学東京キャンパス） 
児美川センター長、川上リーダー、ＦＤ事務　参加
  28日　関東圏ＦＤ連絡会　（会場 立教大学）児美川センター長、ＦＤ事務参加
 ２月 22日　 横浜国立大学大学教育再生加速プログラム （ＡＰ） 推進フォーラム
  　　　（会場 横浜ベイホテル東急）　川上リーダー　講演
 ３月 14日　 第21回大学教育研究フォーラム 
（会場 京都大学吉田キャンパス）　川上リーダー参加
  16日　全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（JＰＦＦ）幹事校打合せ
  　　　（会場 立命館大学東京キャンパス）川上リーダー、ＦＤ事務　参加
 　　　18～19日　 JＡEＤ（日本高等教育開発協会）合宿 
（会場 福岡サンパレスホテル）　川上リーダー　参加
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
アセスメント型eポートフォリオシステムの現状を調査する。 常盤 ○ ●
2013年度の実践を省察し、ルーブリックを改善する。 坂本 ● ● ● ●
授業を実践する。 坂本・常盤 ● ● ● ● ●
学生による自己評価を行う。 坂本 ○
結果を取りまとめる。 坂本・常盤 ○
プロジェクトレビュー P. Meeting ○
経済学部におけるeポートフォリオシステムの現状を調査する。 宮崎・藤井・常盤 ○ ○ ●
ゼミコミュニティ形成を推進する。 宮崎・藤井・常盤 ○ ○ ○ ○ ○ ●
ゼミ募集にてeポートフォリオ制作を支援する。 藤井 ○ ● ● ● ○
結果を取りまとめる 宮崎・藤井・常盤 ●




4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
Digital Paperのユースケースを協議する。 P. Meeting ●
教育の場で利用を実践する。 P. Meeting ● ● ●
評価を行う。 P. Meeting ●
Digital Paperのユースケースを協議する。 P. Meeting ○
教育の場で利用を実践する。 P. Meeting ● ● ● ●
評価を行う。 P. Meeting ●




4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
jimonシステムのユースケースを協議する。 坂本・宮崎・常盤 ●
プロジェクトメンバーによる利用を実践する。 坂本・宮崎・常盤 ● ● ● ● ●
評価を行う。 P. Meeting ●
学部内展開の方法について協議する。 坂本・宮崎・常盤 ●
ガイドブックを制作する。 坂本・宮崎・常盤 ○
学部教員による利用を実践する。 坂本・宮崎・常盤 ● ● ● ○
評価を行う。 P. Meeting ●








教育現場における利用実践 授業担当教員 ● ● ● ● ●
データ分析 芳賀 ● ● ● ● ●
評価および報告 芳賀 ●
レビュー及び総括 P. Meeting ●
次年度に向けての改善作業 芳賀
(2) IT基礎教育を支援するツールを開発し、実証実験を行う。 藤井 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
ＩＴ基礎教育支援ツールMAX+のユースケースを協議する。 P. Meeting ●
法政大学でのIT基礎教育現場の現状を調査する。 藤井 ●
システムの仕様の検討を行う。 藤井 ●




システムとコンテンツの開発を行う。 藤井 ● ● ● ● ● ● ●
実際の教育現場での利用を実践する。 藤井 ○ ○ ○ ○
評価を行う。 藤井 ●




4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
現状を調査する。 常盤 ●
Webサイト基盤の検討を行う。 常盤 ●
コンテンツを整理する。 常盤 ● ●
コンテンツをWebサイトに制作する。 常盤 ● ● ●
Webサイトをレビューする。 P. Meeting ●
公開する。 常盤 ●
(2) 2013年度のFD推進センター成果を上記Webサイトで公開する。 常盤
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
掲載するコンテンツを募集する。 常盤 ○ ○ ○
コンテンツを整理する。 常盤 ○
コンテンツをWebサイトに制作する。 常盤 ○ ● ● ● ●
(1) Web授業改善アンケートシステムの要件定義、開発、普及を行う。 常盤
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
要求獲得を行う。 常盤 ●
要件定義を行う。 常盤 ●
要件定義書をレビューする。 P. Meeting ●
仕様書を作成する。 常盤 ○
開発ベンダーを確定する。 教育支援課・常盤 ○
開発プロジェクト管理を行う。 常盤 ○ ○ ○
学内展開を協議する。 教育支援課・常盤 ○
Web授業改善アンケートを実施する。 教育支援課・常盤 ○ ○

















































































































































































⑧日本私立大学ＦＤ連携フォーラム総会（JPFF総会）                                    　
・日時　2015年１月14日（水）12：30～16：30
・場所　立命館大学衣笠キャンパス及び東京キャンパス
◇幹事校ミーティング
◇懇談会企画　
　Ａ：教学マネジメントからみたIR（Institutional　Research）による教育改善
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　B：教育のオープン化に関する各大学の取組み
　C：学生・職員・教員の協働による学生参加型ＦＤについて
参加者数合計：46名（25大学）
［学内関係者向け］
⑨法政大学第８回ＦＤミーティング
「立命館大学障害学生支援室におけるピア・サポートの取り組み」
　これまでの活動の成果と課題～職員・学生の視点から～
・日時　2015年３月２日（月）17：00～18：30
・場所　市ケ谷キャンパス九段校舎３階第一会議室
＊障がい学生支援室共催
◇話題提供
　立命館大学　障害学生支援室コーディネーター　木谷恵氏
　立命館大学 　文学部２回生　中村夏子氏
　立命館大学 　文学部３回生　小出優子氏
参加者数合計：35名（学内理事及び教員９名、学内職員８名、学内学生６名、関係者12名）
［学内学生向け］
⑩学生ピア・ワークショップ「理想のシラバスを書いてみよう！―こんなのが欲しかった！―」
・日時　2015年３月28日（土） 13：30～16：30
・場所　法政大学市ヶ谷キャンパス（予定）
・学習支援センター共催
＊2015年３月21日（土）学生ＦＤ連絡会参加（東洋大学白山キャンパス）
⑪「法政大学教育研究」（紀要）第６号の発行
研究ノート：１件
ＦＤ助成金成果報告：１件
実践記録：１件
・投稿期限　2014年10月９日（木）
・発行予定　2015年 ３月31日（火）
⑫ＦＤよろず相談室（仮称）の検討（主に教員・学科対象）
＊ＦＤ計画プロジェクトと合同検討（2015年度継続）
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３．今後の活動予定
⑴ 「法政大学教育研究」（紀要）第７号の論文募集
・募集中
・締切：2015年10月８日（木）
４．その他
　今年度のプロジェクト・メンバー会議は、計10回（４月16日、５月14日、６月10日、７月８日、
９月22日、10月20日、11月10日、12月16日、１月20日、３月３日）開催した。
 以上
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〈ＦＤ広報プロジェクト〉
１．活動目的
本学教職員および学生のＦＤ活動とその意義についての認知度を高め、関心を喚起する。
教員に対して、授業改善に役立つ情報や資料を提供する。
２．2014年度活動実績
ほぼ例年通り以下⑴～⑵の活動を行い、あらたに⑶を開始した。
⑴ＦＤ学生の声コンクールの実施状況
①計画
・認知度を上げ、応募総数を増やす工夫をする。
・ 5-6月テーマ募集要項確定、７月テーマ・募集要領発表、10月締め切り、12月授賞のスケジュー
ルで進める。
・授賞式に合わせて受賞者座談会を実施する。
・ 受賞作品と受賞者座談会の成果は、2013年度からはじめたタブロイド版新聞形式で印刷し、広く
配布する。
②テーマ　「後輩に伝えたい！　―大学で学ぶ楽しさ」
　昨年度に引き続き、学生の視点に立ったテーマ設定によって力作を集めることができた。
③実施・広報状況と応募件数
・進行　計画のとおりにすべて実施。
・広報　各キャンパスの掲示板・インフォメーションボードの活用、
　　　　学習ステーション（市ヶ谷）講座を実施（２回）、
　　　　今年度はメディアラウンジ（市ヶ谷）に特設コーナーを設置しキャンペーンを実施
・応募状況　46名・66件の応募（大学院・通信教育部を含む）＊昨年度比６件増
・審査結果　最優秀賞１名（文）／優秀賞５名（社会・生命・通教〈文〉・理工・法）
　　　　　　佳作10名／特別賞１名（生命）*重複受賞者
④成果物と配付
　受賞者座談会を実施し、その記録とともに、講評、全受賞作品とそれに対するコメントをタブロ
イド判新聞形式（全８面）で編集した。
　３月印刷・発行、４月配布予定。
⑵学習支援ハンドブック2015
①計画
・認知度を高め、キャンペーンを行うなど、広く利用してもらえるように努める。
・ 昨年度の大改訂について、使い勝手などについて情報収集に努め、必要に応じて増補・改訂を行
う。
②基本形式　
　デザイン・内容とも今年度発行のものを基本として編集した。
　写真撮影は経済学部学生および自主マスコミ講座受講生の協力を得て、多摩キャンパスで実施。
　３月に校了済み。
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③主要増補箇所
　各所属学部教員の意見などを中心にメンバーで内容を見直し、他大学の事例なども参照しながら
メンバー内で検討して、下記の部分を４ページ増補し、その他の項目についても増補・改定した。
　レポートの構成：レポートの性格の吟味／序論・本論・結論の比率・構成について／論証の方法
と注意点／接続詞の用法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④利用拡大について
　利用促進の活動は、今年度はとくに行わなかった。
　付属校高三３学期での活用を働きかけ、二高、女子高で配付された。
⑶ＦＤ推進センターNewsletter
①計画
　2014年度当初から発行を開始したＦＤ推進センターNewsletterを発行する。
　ＦＤ推進センターによる事業以外の、各学部をはじめとする教学単位の取り組みについて情報収
集し、記事を依頼または執筆して学内のＦＤ活動情報の共有を図る。学内のＦＤ情報の集まり具合
を見定め、どのような頻度で発行するのが適切か、今年度中に見極めていく。
②実績
　下記のように８号を発行し、学内のＦＤ活動についての情報共有を図った。
　１号（経済学部、2014年度はじめの刊行物について）
　２号（経営学部、授業改善アンケートFAQ）、
　３号（社会学部、ベストティーチャー賞案内）、
　４号（理工学部、全国私大ＦＤ連携フォーラムの報告）
　５号（キャリアデザイン学部、ＦＤワークショップ）、 
　６号（情報科学部、ＦＤワークショップ記事）
　７号（授業改善アンケートのウェブ化案内、ＦＤシンポジウム記事）、
　８号（GIS、学生の声コンクール座談会記事）
＊ 今後も、各学部かＦＤにかかわる情報提供が得られる見通しが立ったため、同程度の頻度で刊行
を継続する予定。
３．その他
　今年度のプロジェクトメンバー会議は計９回（５月15日、６月19日、７月31日、９月25日、11月
６日、11月20日、12月18日、１月22日、２月19日）実施した。全キャンパスのいろいろな学部から
複数メンバーを集め、各学部の事情に配慮した活動ができた。
 以上
